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今後の展開に大きな興味と期待が寄せられていました。
　また 12 月４日には内子町就業改善センターで「第１
回グリーンツーリズム講演会」を開催。地元の事業者が
企画する着地型旅行の振興を図ろうと、グリーンツー
リズム研究家の石田磬

け い

さんを迎え、「また行きたくなる
グリーンツーリズムの里」をテーマに講演が行われまし
た。石田さんは全国各地を旅してきた経験から、「リピー
ターを確保するためには、宿泊先の充実や、特産品の開
発・販路拡大などと併せて、若者を巻き込み積極的に情
報を発信することが大切」と訴えていました。

全国の事例を紹介しながら、リピーター確保の秘
ひ

訣
けつ

を語る石田さん

　森林の保全・活用を考える「せんの森プロジェクト」の
一環として 11 月 14・15 の両日、千年の森公園で、林業
を学ぶ体験学習会が開かれました。講師にＮＰＯ法人・
土佐の森救援隊（松本 誓

ちかう

理事長）を招き、軽架線を使っ
て間伐材を運ぶ方法を学習。この方法では、滑車の先に
間伐材をつるして林内作業車の動力で運搬するため、少
人数での搬出が可能となります。参加者は「自伐林家の
育成につなげたい」と、熱心に学んでいました。

少ない労力で間伐材を運搬
せんの森カレッジ「林業を学ぼう」

新たな林道を作らずに間伐材を搬出する方法を体験学習

感謝の心で、技を磨く
第20回記念小田少年剣道錬成大会

　小田少年剣道錬成大会（小田剣道会主催、伊達邦
く に

明
あ き

会
長）が 11 月 15 日、城の台公園体育館で開かれ、県内各地
から集まった少年少女剣士が互いの技を競いました。
　また 20 回目を迎えた同大会を記念して、長年にわた
る地域の皆さんの支援に対して感謝を込め、内子町社会
福祉協議会へテント１張りを寄贈しました。さらに、元
警視庁剣道師範で、40 年以上小田地区で指導を続けてい
る石山陸

む つ

紀
の り

さん（本川出身）に感謝状を贈呈しました。

県内の強豪チームが集まり、白熱した試合を展開

高品質のツーリズムを目指して
うちこグリーンツーリズム協会

　うちこグリーンツーリズム協会（藤渕利
と し

通
み ち

会長）では、
会員同士が得意分野などを生かして小グループをつく
り、積極的に活動しています。この取り組みの中間報告
会が 11 月 11 日、内子東自治センターで開かれました。
　女性会員のグループは、地元食材を使った内子町なら
ではの統一メニューを研究中。当日は冬メニューの試食
も行われ、好評を得ていました。そのほか「内子産ブド
ウのワインづくり」など４つの報告があり、会員からは

新品種「媛かぐや」を使ったコロッケや、種々の柿料理などを試食

　２年ぶり３回目となる内子座大歌舞伎公演（同実行委
員会ほか主催、藤友光

み つ

安
や す

実行委員長）が 11 月 21・22 の
両日、内子座で開かれました。演目は絵師・浮世又

ま た

平
へ い

の
奇跡と夫婦愛を描いた近松門

も ん

左
ざ

衛
え

門
も ん

の名作「傾
け い

城
せ い

反
は ん

魂
ご ん

香
こ う

」。市川右
う

近
こ ん

さんをはじめ 20 人余りの役者が出演し、
観客は泣いたり笑ったりして、間近で見る歌舞伎の舞台
を楽しんでいました。藤友委員長は「文楽と歌舞伎公演
を柱に、内子座をアピールしたい」と語っていました。

芝居小屋で歌舞伎を堪能
内子座大歌舞伎

市川右近さん（左から２番目）演じる又
また

平
へい

の苦
く

悶
もん

の演技

　程内自治会（冨永 治
おさむ

会長）は 11 月 23 日、地域の農業
振興を目的に同自治会館で程内農業祭を開きました。
　農産物の品評会には 158 品目が出展され、35 品が入
賞。表彰式後の直売会では高額で競り落とされ、大いに
盛り上がっていました。昼食にはお母さんたちが手打
ちしたそばなどが振る舞われ、参加者は楽しく交流を深
めていました。また午前中には地域づくり懇談会も開か
れ、地域の課題が話し合われました。

地元の農産品がずらり
第31回程内農業祭

威勢のいい掛け声で競りを進める福岡忠
ただし

さん

長田産の手料理で満腹
長田　食の文化祭

　長田自治会（久保禮
れ い

子
こ

会長）は 11 月 29 日、同自治会館
で「長田　食の文化祭」を開きました。
　この祭りは、食生活を見直し、地産地消を進めようと、
同自治会が毎年開いているもの。地元の食材にこだわっ
て作った料理の試食やバザーなどを行っています。今年
は、昔懐かしい「いもがゆ」の試食や、住民手作りの石窯
で焼いたピザ、釜揚げうどんのバザーなどがあり、訪れ
た人たちは幸せそうに味わっていました。

熱々の「いもがゆ」の試食は大人気

しまなみ海道を歩く
第30回エコロジーハイキング

　内子町自治センター連絡会（亀岡 弘
ひろし

会長）は 11 月 22
日、しまなみ海道を歩く「エコロジーハイキング」を行
いました。今回は第 30 回を記念して、町内５つの自治セ
ンターが合同で実施。５～ 80 歳まで総勢 107 人が参加
しました。コースは、伯方島を出発して大三島橋、多々
羅大橋を渡り、広島県瀬戸田町までの 14㌔。昼ごろから
はあいにくの小雨模様となりましたが、瀬戸内の美しい
景色を楽しみながら、全員元気に完歩しました。

潮風に吹かれながら橋を渡る参加者たち


